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国際機関のためのＱ2004

概観

国際機関のデータ品質に関する会議

iNeWport,WaIes,2006年４月27-28日

゛2004年５月24-26日、ドイツ､マイン・
ツでのQ2004に引き続いて開催され

た

蕊:１６国際機関のためのＱ2006

2004年会議以降の前進と今

後の方向
・CCCSに属する15以上の国際機関

が参加した(32名の派遣者）

・これにヨーロッパ､アジア､南北アメリ
カからの10カ国(２５名の派遣者)が

加わった。

EnricoGiovannini(ＯＥＣＤ）
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Q2004のセッションのテーマ Ｑ2004セッションのテーマ

国際機関の品質枠組み
dfl国際機関が遂行する統計活動を評価し
塾改善するための腿桂】…y
inameworks）

ＯＥＣＤ;ＦＡＯ;国連統計部(ＵＮＳＤ)の
提出論文

一旦ご字宝r--,~.Ｉ

･渦?同じ主題について種々の国際機関が公
表する王＝２KQ整宣性

●品質枠組みの要素(次元､評価プロセス
他)の概略提示一内部的焦点(OECD）
－外部的焦点(FAO）

、データとメタデータの収集､管理､配布の
ための

１

ＴｏｏＩｓａｎｄｐｏＩｉｃｉｅｓ ●国連政府統計の基本原則ＪＭＦのＤＱＡＦ
、および〔その後の)国際政府統計の原
則宣言案の関係

、パネルディスカッション-データの品質

を確保するための国際的協力の将来方
向

●国際政府統計の品質枠組みに向けての
前進をどうはかるか－枠組みタスクフオ
ースによって以後とりあげられる
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Ｑ2004セッションのテーマ

皐な鎭際機関が公表する同じﾃﾞｰﾀ
ｫ窪～?ＴＩ の整合性

,jjUNQp;uNIcEF,OECD,ECE,世界銀
:節迩提出した論文
●:不三数の異なるﾀｲﾌﾟの認定

●不一致についての一連のありうる原因の
認定

゛論文は､国際機関の間での協力におけ
る改善､特にデータ収集の領域で､を確
認した

●解決のためのアイディアを今後に委ねた
０１m((OOCDE

当初の品質枠組み

国際絞所の原則政府統計の基本原則

伎ﾛﾄﾃﾞｰﾀとﾒﾀﾗｰﾀの交換(SDMX)-揮準と道具

国際統計基準と勧告

CDE
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Ｑ2004セッションのテーマ

データとメタデータの収集､管理および配布

のための道具と政策
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データとメタデータの収集、管理､配布のため
に最近個別的に導入されたITイニシャチブ
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際機関とのデータおよびﾒﾀデータの交

嚢裟鵠権'鵬;;え議践↑鬘実
際機関による共通の調査票の使用によ

(UlS)．

ＳＤＭＸが開発しつつある道具ﾉ基準を使っての
システムの変化についてふれﾉ強調した(ECB，
OECD,IMF）

国家統計機関の品質保証枠組み
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国際枡暉の共通の画練とｿフトウエア



Ｑ2004以降の前進 Q2004以降の前進

国H鞠t計の原則
政府統計の基本原則

2005年９月にCCSAで

国庫機田の既存の訓練

イーシヤチブが提示され
た゛

CCSAメンバーからの

代表者のネットワークが
打ち立てられた

行動ﾛf酉ib《n日発され、
2006年３月のCCSA会

合で提示された
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データ提供 各国統計機関

統計データとﾒﾀデータの交換(Ｓ統計データとﾒﾀデータの交換(Ｓ

国際統計基準と勘

国家統計機関の品質保証枠組み 国瞭 品質保証枠組み
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国際掘田liD共通の訓練とｿフトウエア
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政府統計の基本原則 国際統計の原則



騨麟菫
・資源制約が重要であるが､多くの国際機
関で戦略的決定の欠如がある

・改善ﾉ変更の中期計画が必要である

《０OECD OCDE

今後に向けてのありうる方法
今後に向けてのありうる方法

原理ﾉガバナンス 技術的インフラストラクチュアノＳＤＭＸ

国際機関の間でのデータの共有が拡大さ

れるべき｡データ構造を開発するために、
cGSAは公開のウエブサイトを開き､こ
'了塗篭宣際機関からの報告が公開され
:(i1liる盤うにするべき
風LL１１』
～聴き鳶Ｊ午

･口讓簔惹霧今B2識Ｅ３雷19鏑
発する必要(活動に関するECEのデ
ータペースが利用可能である）

より多くの共同ハブ(MDGs,教育､国民勘定
､他)とISWGsへの指令が必要．

・国際統計制度のための共通の道具(用語
辞典,知識ベース､他)のネットワークの企
画：

・OECDの用語辞典,StatWorks，
MetaStore,他.；

・GeneraIiseFAOの国別統計アプロー

チ､特に開発途上国向け､の一般化；

・データペースの配布と統合に向けた
DevInfo

・マーケッティングが必要(新聞発表､他）

．ＣＣＳＡは進化し､国際機関のﾄｯﾌﾟマ
ネジャーや外部世界に向かってより

強く､権限を持つものになるべき

．ＵＮＳＣによる2008年の:基準しての
ＳＤＭＸの採用

･2008年のUNSCへの報告OECD《00CDE
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今後に向けてのありうる方法

品質

・タスクフオースの作業の迅速化

・国際機関向けの品質についての知識ベー
スの樹立

・国際データ配布基準(InternationaIData
DisseminationStandards:ＩＤＤS)の開発

・品質の高い国際統計に｢ラベルをつける
“IabeIIing'，」という考えを一層発展させる

．ＣＣＳＡの支援の下でのビーア･レビュー(同
業者評価)の実験
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